
人間が豊かな生活を追求する中で、その基盤である地球環境に多大な影響を与えています。
気候変動や水不足、森林減少などの環境問題が深刻化している中、当社は重要方針に
「持続可能な農業への貢献」を掲げ、真

しん
摯
し
に取り組んでいます。

環境負荷低減製品

当社は、クミアイ化学グループ環境に関する基本方針を制定し、環境に配慮した製品の研究・開発・
製造を行い、環境負荷の低い製品やサービスを顧客へ提供することで、間接的に持続可能な水資源の
活用や省資源、廃棄物の削減など循環型社会の形成に貢献していきます。

環境負荷低減を実現した製品

持続可能な農業への貢献

　増加する世界人口を支える食料生産は世界の課題と
なっており、気候変動や耕作地拡張の限界、農業従事
者の減少など農業そのものもさまざまな課題を抱えて
います。これらの課題の解決に貢献しているのが農薬
です。日本植物防疫協会の調査によると、農薬を使用
しない場合、イネで約24％、リンゴで約97％収穫量
が減少することが分かっています。その他の作物にお
いても収穫量の減少と品質低下は避けられません。適
切に農薬を使用することが品質・収量の維持を実現し、
安全・安心な食生活を支えています。
　また、農業の省力化や環境負荷の低減にも農薬は大
きく貢献しています。かつては1haあたり3kgもの有効
成分の散布が必要でしたが、技術の進歩により、現在
ではわずか30gのものもあります。散布の時間や労力
が大幅に削減できるだけでなく、有効成分の投下薬量
の減少による環境負荷低減、農薬の物流などにおいて
使用されるエネルギーやGHG排出量の削減にもつな
がっています。

農薬の啓発活動
　当社は、農薬に対する正しい知識や農業への理解を
深めていただくための啓発活動を行っています。
　2024年度は新たに「高校生のための食育プログラム 
食料生産に関するグループディスカッション」を開始しま
した。〈「食料生産」について考えよう～もし、農薬が世
界からなくなったらどうなる？～〉というテーマで、参加
校にグループディスカッションとレポート作成をしていた
だきました。全98グループ433名が参加し、優秀賞に
選出されたグループを当社の化学研究所（ShIP）に招待
しました。優秀賞レポートは当社コーポレートサイトで

ダウンロードできます。

　また、冊子「まもるはなし」シリーズを制作し、現在
までに「お米をまもるはなし」「リンゴとミカンをまもる
はなし」「トウガラシとジャガイモをまもるはなし」「キャ
ベツとチャをまもるはなし」を発刊しました。作物づくり
を通じて農薬の役割について漫画を交えて解説する内
容で、学校や農業関連イベントなどでの配布や冊子を
活用した出前授業を行っています。
　これらの活動を通じ、農薬の正しい情報の発信による
企業価値向上、農家の皆様や当社社員が自信を持って
農薬を扱えるような環境の醸成を目指してまいります。

農薬の安全性・必要性の啓発についてColumn
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水稲の栽培法には、移植栽培、直播栽培があり、直播栽培でも乾いた状態の水田に種もみ
を直接播種し、苗立ちを確認した後に田に水を張る乾田直播栽培は、生産に関わる水の消費
量を大きく削減できることから、水ストレスのある国々で注目、実施されています。水稲用除
草剤ノミニー®は、稲への安全性の高さから直播栽培で広く使用されており、乾田直播栽培
で問題となる雑草防除にも活用されています。

豆つぶ®剤は、当社が独自に開発した水稲用の水面施用剤です。通常の粒剤は粒の大きさが
0.8～1.2mm程度であり、水田に施用すると水の底に沈み、沈んだ粒剤から徐々に有効成分
が溶け出す製剤であるのに対し、豆つぶ®剤は、粒の大きさが3～8mmと大きく、水田にまく
と水面に浮かびながら短時間で拡散・崩壊して有効成分を水田全体に行き渡らせます。従来
の水稲用除草剤は10aあたりに必要な量が１kg～３kgでしたが、当社が開発した豆つぶ®剤は
10aあたりの必要量が250ｇと非常に少なく、農薬の使用量が約10分の１程度となっており、
散布の時間や労力が大幅に削減できるだけでなく、農薬の物流などにおいて使用される
エネルギーや温室効果ガス（GHG）排出量の削減にもつながっています。

微生物農薬とは、自然界に存在する細菌や糸状菌などから利用可能なものを見つけ出し、
独自の培養技術や製剤技術を駆使して、農薬としての機能を磨き上げたものです。
当社は2003年に初の微生物農薬として水稲種子消毒剤エコホープ®を販売開始し、その後、
常温保存可能で適用病害の拡大と効果安定性の向上を実現したエコホープ® DJ、果実に対
する汚れが極めて少なく、保存性に優れた園芸用殺菌剤エコショット®を製品化しました。
昨今、注目されている化学農薬・化学肥料の使用量を50％以下に減らした特別栽培や環境
に配慮したIPM（総合的病害虫・雑草管理）において、当社のクミカエコシリーズ ®は有効成分
数にカウントされない、有機農産物の日本農林規格（JAS）に適合した薬剤であるため、特別
栽培やIPMを実践する農家から支持されています。

当社の主力製品であるアクシーブ®はダイズ、コムギ、トウモロコシといった世界の主要作物
に使用できる畑作用除草剤です。アクシーブ ®は「市販の畑作用除草剤の10分の１程度の薬量
で同等以上の効果」を性能目標に開発されました。
現在、米国、ブラジル、アルゼンチンなど世界各国で好調な販売を継続しています。
薬量の低減による環境負荷の低減だけでなく、製造時や輸送時のエネルギー効率が高い
低炭素製品として今後も需要の増加が見込まれています。

畑作用除草剤
アクシーブ®

省力化製剤
豆つぶ®剤

微生物農薬
クミカエコシリーズ®

水稲用除草剤
ノミニー®

https://www.kumiai-chem.co.jp/sustainability/
kumika_special/06/
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特集：環境負荷低減製品


